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◎夏乳価は 60円に 
 岡山県酪連では、夏場の牛乳の需要期にはいり、

かねて県下の取引乳業者（明治、雪印、オハヨー、

国分、東洋）と、夏乳価値上げについて申入れを行

ない、交渉を続けてきたが、８月 22日、県の立合い

のもとに各乳業者とのあいだに値上げの線の了解が

得られ、つぎのとおりの基準で取引されることにな

った。 

（１）基本乳価＝１kg当り 26 円 67 銭（一升 50円）

に改訂する。 

（２）夏乳価（７月および８月）は改訂基本乳価、

各種奨励金、乳価安定基金の合計を１kg 当り 32

円とする（26 円 67 銭＋４円 80 銭＋53 銭＝32

円）（一升 50 円＋９円＋１円＝60円） 

（３）９月以降の乳価は、全国の状況調査のうえ再

度協議決定する。 

 またこの契約の際には、今後県酪連の会員の乳価

について、名目の如何を問わず個々の交渉は行なわ

ないこと。取引乳業者も個々の交渉に応じ、支払い

を行なわないこと。などを相方で確認して乳価の安

定をはかることにしています。 

 なお、県畜産課調べ８月 30日現在の近県の乳価状

況はつぎのとおりです。 

 

◎県総合畜連の支所管内地域 
 岡山県総合畜連は７月１日発足以来、新組織によ

る事業運営を行なっているが、それぞれの支所管内

地域をつぎのように定めている。 

＜本所直轄＞＝岡山市、西大寺市、玉野市、邑久郡、

上道郡、児島郡（灘崎町、東児町）御

津郡（一宮町） 

＜御津支所＞＝御津郡（一宮町を除く） 

＜赤磐支所＞＝赤磐郡一円 

＜和気支所＞＝和気郡一円 

＜倉敷支所＞＝倉敷市、玉島市、都窪郡、児島市、

児島郡（藤田村、興除村）、浅口郡（船

穂町） 

＜笠岡支所＞＝笠岡市、小田郡（美星町を除く）、浅

口郡（船穂町を除く） 

＜総社支所＞＝総社市、吉備郡 

＜高梁支所＞＝高梁市、上房郡、川上郡、小田郡（美

星町） 

＜真庭支所＞＝真庭郡一円 

＜津山支所＞＝津山市、（広野、大崎を除く）、久米

郡（北和気、南和気、飯岡）、英田郡（豊

田、湯郷、公文） 

＜勝田支所＞＝勝田郡、津山市（広野大野）久米郡

（北和気、南和気、飯岡）、英田郡（豊

田、湯郷、公文） 

＜久米支所＞＝久米郡（北和気、南和気、飯岡を除

く） 

 

県下一規模で新築 
◎加茂家畜保健衛生所落成 
 ８月 29 日午前 10 時から、岡山県加茂家畜保健衛

生所の落成式が、苫田郡加茂町塔中の新築なった同

所本館前の広場で惣津岡山県農林部次長、三島加茂
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町、額田津山市長など、県、地元関係者多数が出席

して行なわれた。 

 同衛生所は、古くから和牛生産地として有名な苫

田郡加茂町を中心に阿波村、津山市を管轄地域とし

て、昭和 25年に加茂家畜保健衛生所として発足、以

来家畜防疫に人工授精に日夜を分たぬ活躍を続けて

きた。 

 ところが、衛生所の業務は年を遂って忙しくなり、

従来の同町小中原の施設では土地もせまく、建物施

設も老朽してきたので、同衛生所後援会ではこれま

での場所から約 500m 離れた、町の西はずれの小高い

位置を選んで全施設を新設することに決め、この３

月 10 日地鎮祭を行い、藤原建設 KK の手によって完

工を急いでいたもの。 

 施設の概要はつぎのとおりで、その〔規模は県下

の家畜保健衛生所のうち最も大きい。 

 

施  設 

建設総事業費  450 万円 

敷地面積    419.82 坪 

建坪面積    114.05 坪 

内  訳 

 本館 24.05 坪 実験室、薬室、治療室等 28.625 坪 

渡廊下 2.625 坪 牛舎 18.0 坪 

 堆肥舎（ブロック）3.0 坪 車庫 5.0 坪 公舎（２

棟）24.0 坪 牧夫舎 8.75 坪 

 その他附属設備、簡易漏装置、サイロ２基 

（人容） 

 技師２、技師補１、準職員１、後援会書記１ 

（機動力） 

 オートバイ３、自転車２ 

（種雄畜） 

 和牛２、山羊１ 

 またこの施設は、一部県費負担と、後援会からの

県への寄附採納によって完成されている。 

 なお落成式には建設に大きな功績のあった三島衛

生所後援会長へ県知事から感謝状が贈られ、さらに

後援会長からは建設に協力のあった地元の太田馨氏、

藤原建設株式会社社長へそれぞれ感謝状が贈呈され

た。 

 

 


